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北
海
道
有
数
の
観
光
地
、
小
樽
。
小
樽
は
明

治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
ニ
シ
ン
漁
、
道

内
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
の
積
出
港
、
ロ
シ
ア
と
の

交
易
の
た
め
の
商
港
と
し
て
発
展
し
た
。

　

多
く
の
銀
行
、
商
社
が
支
店
を
出
し
た
の
が
、

色い
ろ

内な
い

町
周
辺
。
そ
こ
は
「
北
の
ウ
ォ
ー
ル
街
」
と

呼
ば
れ
、
現
在
で
も
当
時
の
建
築
が
数
多
く
立
ち

並
ん
で
い
る
。

　

な
か
で
も
有
名
な
の
が
、
明
治
45
年
（
１
９
１

２
年
）
に
建
築
さ
れ
た
日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店

だ
。
日
銀
本
館
本
店
を
設
計
し
た
辰
野
金
吾
の
指

導
の
も
と
、
そ
の
弟
子
で
多
く
の
日
銀
支
店
を
設

計
し
た
長
野
宇
平
治
、
明
治
生
命
館
の
設
計
で
知

ら
れ
る
岡
田
信
一
郎
ら
の
手
に
よ
り
設
計
さ
れ

た
。
煉
瓦
造
り
の
２
階
建
て
。
鉄
骨
、モ
ル
タ
ル
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
当
時
最
先
端
の
建
材
を
使
用

し
、
明
治
時
代
の
銀
行
建
築
の
集
大
成
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
に
日
銀
支
店
と
し

て
の
役
割
を
終
え
、
現
在
は
「
日
本
銀
行
旧
小
樽

支
店
金
融
資
料
館
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
、
小
樽
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は

「
小
樽
運
河
」
だ
。
海
上
の
大
型
船
と
の
貨
物
の

運
搬
作
業
を
効
率
化
す
る
た
め
に
、
水
路
を
つ
く

る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）

小
樽
運
河
が
誕
生
し
た
。　

　

運
河
沿
い
に
は
、
た
く
さ
ん
の
倉
庫
が
建
て
ら

れ
た
。
小
樽
の
倉
庫
の
特
徴
は
、
内
側
の
柱
や
梁

は
木
材
で
つ
く
ら
れ
、
外
側
は
石
造
り
の
「
木も
っ

骨こ
つ

石せ
き

造ぞ
う

」
だ
。
防
火
性
に
優
れ
、
外
壁
の
軟
石
（
凝

灰
岩
）
が
小
樽
近
郊
で
採
掘
で
き
た
こ
と
か
ら
、

小樽〜運河と北のウォール街

温
知
故
新

第13回

レトロ建築を歩く
リニューアル
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多
く
の
倉
庫
で
木
骨
石
造
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。

　

大
き
な
地
震
や
空
襲
に
遭
わ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
小
樽
に
は
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
残
り
、

レ
ト
ロ
＆
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
観
光
地
と
し
て
現
在

も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

日本銀行旧小樽支店。
現在は金融資料館として利用されている

旧北海道拓殖銀行小樽支店。現在は美術館として公開

典型的な木骨石造倉庫の１つ、
北一硝子三号館内の北一ホール

旧北海道銀行本店。
現在はワインカフェ &ショップとして人気


